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№１９０
９月定例会

11.15てて 市議会だよりんどうんどう
市政をもっと身近に！わかりやすく！市政をもっと身近に！わかりやすく！

イラスト作品名「木枯らし」（題字とイラストの作者紹介は、２０ページをご覧ください。）

深まる秋  充実のとき

市議会構成替え
市政発展に向け新体制へ 

特集① 議会報告・意見交換会
あなたにとって　暮らしやすいまちとは

特集② 市内中学生との意見交換会
未来のまちづくり　中学生と共に



市政発展に向け新体制へ市政発展に向け新体制へ
議長に遠藤敬知、副議長に古澤義弘を選出

就任のあいさつ

議長 遠藤　敬知
　公平公正を旨に、市
民生活の向上と市政発
展のため、誠心誠意、
努めてまいります。

副議長 古澤　義弘
　市民の負託に応える
よう公明正大を旨とし、
円滑な議会運営に努め
てまいります。

会 派 の 構 成 議会選出の委員・組合議員
天 童 市 監 査 委 員 水戸　芳美

東根市外二市一町
共立衛生処理組合
議 会 議 員

佐藤　俊弥　　林　　正人
滝口　茂之

天 童 市 都 市 計 画
審 議 会 委 員

滝口　茂之　　斉藤美千代
駒延　法子　　横山　　愛
半田　大介　　新関　知己

乱川河川改修促進
期 成 同 盟 会 委 員

遠藤　敬知　　村山　俊雄
水戸　芳美　　武田　正二
三宅　和広

天童東根村山線整備
促進期成同盟会委員

遠藤　敬知　　村山　俊雄
水戸　芳美　　佐藤　俊弥

田 井 橋 再 架 促 進
期 成 同 盟 会 委 員 遠藤　敬知　　佐藤　俊弥

会
派
名

議員氏名 役職

清
新
会

水戸　　保

鈴木　照一 会 長

水戸　芳美 幹事長

武田　正二

佐藤　俊弥 会　計

古澤　義弘

佐藤　孝一

滝口　茂之

駒延　法子

新関　知己

会
派
名

議員氏名 役職

て
ん
ど
う
創
生
の
会

遠藤　喜昭 会 長

三宅　和広 会 計

林　　正人

半田　大介 幹事長

斉藤美千代

清
風
村山　俊雄 会 長

横山　　愛 会 計

※�会派に属さない議員：遠藤敬知（議長）、伊藤和子、狩野佳和、
野口さつき
※�議長は、申し合わせにより、任期中に限り会派から離脱しています。

　９月２２日の本会議において、正副議長の辞任に伴う正副議長選挙が行われ、投票によって
新しい議長と副議長が選ばれました。
　また、９月２９日の本会議において、議会選出監査委員、各常任委員会委員、議会運営委員
会委員等の選任を行い、新しい議会の構成が決定しました。

■副議長選挙の結果
古澤義弘　１２票
横山　愛　２票

遠藤喜昭　７票
■議長選挙の結果

遠藤敬知　１７票
伊藤和子　１票

横山　愛　２票
狩野佳和　１票
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委 員 会 の 構 成

天童市議会の構成

総務教育常任委員会総務教育常任委員会 環境福祉常任委員会環境福祉常任委員会

斉藤美千代　古澤義弘　半田大介
伊藤和子　◎野口さつき　○滝口茂之　水戸　保

水戸芳美　村山俊雄　遠藤喜昭
遠藤敬知　◎鈴木照一　○駒延法子　狩野佳和

◎印…委員長　○印…副委員長

林　正人　佐藤孝一　横山　愛
武田正二　◎佐藤俊弥　○新関知己　三宅和広

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

林　正人　古澤義弘　斉藤美千代
狩野佳和　◎横山　愛　○新関知己　佐藤俊弥

広報委員会広報委員会

議会

常任委員会

議会運営委員会

総務教育常任委員会

環境福祉常任委員会

経済建設常任委員会

総務部、会計課、消防本部、教育委員会等を所管・
審査・調査
健康福祉部、市民部、市民病院を所管・審査・調査
経済部、建設部、上下水道事業所、農業委員会を
所管・審査・調査
各会派から選出された委員で構成し、会期の決定、議案の
取り扱い、その他議会運営に関すること等について協議する。
予算についての審査	
決算についての審査
議会内部の問題として意思疎通等を図る必要がある
と認めた場合、議長が招集し、議員全員で協議する。
市議会だよりの発行、ホームページ等の議会の広
報に関する必要事項を協議する。	
各会派の代表者で構成し、各会派間の意見の調整、連絡、
協議等の必要があると認められる場合、議長が招集する。

予算特別委員会
決算特別委員会

全 員 協 議 会

広 報 委 員 会

各派代表者会

特別委員会

諸　会　議

横山　愛　遠藤喜昭　半田大介
水戸　保　◎鈴木照一　○滝口茂之　佐藤俊弥　

議会運営委員会議会運営委員会
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▲�高齢者福祉を中心に意見交換

▲�暮らしやすいまちづくりを目指し、意見を交換

あなたにとってあなたにとって
� 暮らしやすいまちとは� 暮らしやすいまちとは

議会報告・意見交換会を開催議会報告・意見交換会を開催

■
和
や
か
に

�

小
グ
ル
ー
プ
で
の
懇
談

　
７
月
12
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
天
童
市
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
初
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
前
回
と
同
様

に
、
よ
り
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
休
日
の
日
中

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
五
つ
の
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
参
加
者
と
議
員

が
懇
談
す
る
形
で
行
い
ま
し
た
。

懇
談
の
テ
ー
マ
は
参
加
者
の
方
と

相
談
し
て
関
心
の
あ
る
内
容
を
選

ん
で
話
し
合
い
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。
班
ご
と
の
話
し
合
い
の
中

で
交
わ
さ
れ
た
主
な
意
見
な
ど

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
で
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、

議
会
内
で
対
応
を
協
議
し
、
執
行

部
と
も
情
報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
の
市
政
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　
内
容
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
減
少
し
、
組

織
の
維
持
に
苦
慮
し
て
い
る
。
努
力

は
し
て
い
る
が
入
っ
て
も
ら
え
な
い
。

・�

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
、
町
内
会
組
織
が
弱
体
化
し
て
い

る
。
災
害
時
な
ど
の
対
応
に
不
安
が

大
き
い
。

・�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
行
事
で
地
域
の
連

帯
と
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。

行
政
が
指
導
す
る
の
で
は
な
く
地
域

住
民
の
意
思
で
動
く
こ
と
が
大
切
。

・�

敬
老
会
の
祝
い
品
の
配
達
を
子
ど
も

育
成
会
な
ど
が
協
力
し
て
実
施
し
て

い
る
。

特集１

伊
藤　
和
子　
三
宅　
和
広

野
口
さ
つ
き　
斉
藤
美
千
代

１
班
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▲�高齢者の移動手段はどうあるべきか

▲�議員の人材確保がテーマに

▲�美しい景観のまちづくりに向けて

▲�病気や障がいのある方も暮らしやすく

・�

免
許
返
納
な
ど
に
よ
り
自
動
車
を
運

転
で
き
な
い
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
通
院
な

ど
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

・�

他
の
自
治
体
で
は
、
隣
接
す
る
町
と

の
公
共
交
通
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
協
議
会
が

運
営
す
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
あ
る
。

・�

循
環
バ
ス
路
線
を
再
編
し
、
停
留
所

を
増
や
し
て
利
用
者
が
大
き
く
伸
び

た
例
も
あ
る
。

・�

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
居
場
所
づ

く
り
の
た
め
に
も
移
動
手
段
の
確
保

は
重
要
な
役
割
を
持
つ
。

・�

議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
人
口
減
少
の
大
き
い

周
辺
地
域
で
は
消
防
団
員
な
ど
の
各

種
団
体
の
会
員
だ
け
で
な
く
、
議
員

の
候
補
者
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
。

・�

２
年
前
に
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
定
数
が
削
減
さ

れ
た
が
、
多
様
な
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
定
数
を
増
や
す
よ
う

に
求
め
る
声
も
あ
る
。

・�

議
員
の
仕
事
が
市
民
に
も
分
か
る
よ

う
に
、
議
員
個
々
人
で
の
情
報
発
信

に
も
努
力
し
て
ほ
し
い
。

・�

若
者
の
地
元
へ
の
回
帰
の
た
め
に

は
、働
く
場
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

・�

上
下
水
道
管
の
老
朽
化
が
心
配
で
あ

る
。

・�

景
観
整
備
に
つ
い
て
、
図
書
館
や
美

術
館
周
辺
が
緑
豊
か
で
一
体
感
の
あ

る
エ
リ
ア
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
電
線
の
地
中
化
も
進
め
て
、
魅

力
あ
る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
。

・�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
購
入
や
利

用
に
手
間
が
か
か
る
。
現
金
給
付
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
い
う
方
法

で
は
で
き
な
い
か
。

・�

本
市
で
は
医
療
的
ケ
ア
児
の
通
学
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
心
強
く
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
電
源
が
使

え
な
く
な
る
と
危
機
的
な
状
況
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
地
域
と
協
力

し
て
避
難
訓
練
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

・�

学
校
を
卒
業
し
た
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
人
の
居
場
所
が
市
内
に
あ
る
と

良
い
。

・�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
垣

根
を
越
え
て
楽
し
ん
だ
り
過
ご
し
た

り
で
き
る
よ
う
な
複
合
施
設
が
整
備

さ
れ
る
と
良
い
。

水
戸　
　
保　
佐
藤　
俊
弥

佐
藤　
孝
一　
新
関　
知
己

２
班

鈴
木　
照
一　
遠
藤　
喜
昭

林　
　
正
人　
駒
延　
法
子

３
班

村
山　
俊
雄　
水
戸　
芳
美

滝
口　
茂
之　
半
田　
大
介

４
班

狩
野　
佳
和　
武
田　
正
二

古
澤　
義
弘　
横
山　
　
愛

５
班
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▲�みずみずしい感性から新鮮なアイデアが生まれました

特集２

市内中学生市内中学生とのとの意見交意見交換会換会を開催しましたを開催しました
未来のまちづくり　中学生と共に未来のまちづくり　中学生と共に

■
未
来
を
担
う
世
代
が
考
え
る

�

「
住
み
続
け
た
い
街
」
と
は

　
市
議
会
で
は
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代
が
ま
ち
づ
く
り

や
政
治
に
関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
議
会
が
身
近
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
四
つ
の
中
学

校
の
生
徒
１８
人
と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
若
者
が
住
み
続
け
た
い
街　
て
ん
ど
う
」
を

テ
ー
マ
に
設
定
。
こ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
中
学
生
が
考

え
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
に
つ
い
て
議
員
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
は
、
日
ご
ろ
生
活
し
て
い
る
中
で

感
じ
て
い
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
課
題

な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
中
学
校
で
は
、
三
年
生
全

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見

を
発
表
し
て
話
し
合
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
テ
ー
マ
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
に
対
し
て
大
変
貴
重
な
意
見
や

新
た
な
視
点
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
人
に
は
な
い

柔
軟
な
発
想
や
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
若
い
世
代
な

ら
で
は
の
率
直
な
考
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
市
議
会
と

し
て
非
常
に
大
き
な
収
穫
で
あ
り
ま
し
た
。　

　
若
い
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
未

来
へ
続
く
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
鍵

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
市
議
会
と
し
て
、
今
回

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
受
け
止
め
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
向

き
合
い
、
共
に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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市内中学生市内中学生とのとの意見交意見交
未来のまちづくり　中学生と共に未来のまちづくり　中学生と共に

■
中
学
生
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

〇�

本
市
の
魅
力
は
自
然
が
豊
か
な
こ
と
だ
と
思
う
。
自
然

と
都
市
の
発
展
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
開

発
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

〇�

天
童
は
働
く
場
所
が
少
な
く
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
で

移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、不
便
を
感
じ
る
。
ま

た
、家
族
み
ん
な
で
行
け
る
場
所
が
も
っ
と
あ
る
と
良
い
。

〇�

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
市
民
全
員
が
参
加
で
き
る
取
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
中
学
生
も
参
加
し
て
盛
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

〇�

日
本
経
済
は
失
わ
れ
た
３０
年
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
経
済
状
況
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
経
済
を
成
長

さ
せ
る
た
め
の
施
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〇�

舞
鶴
山
に
家
族
で
よ
く
出
掛
け
て
い
る
が
、
自
然
や
人

間
将
棋
、
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
秋
の
紅
葉
な
ど
の
景

観
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
舞
鶴
山

に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、そ
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

〇�

ク
ラ
ブ
活
動
は
合
同
部
活
に
な
っ
て
い
る
が
、
競
技
を

目
指
す
人
と
、
楽
し
く
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
た
い
人
と
の

す
み
分
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

〇�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
計
画
の
中

に
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
他
に
も
訪
れ
た
方
々
が
楽
し
め
る

施
設
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
人
が
集
う
場
所
と
し
て

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

〇�

実
用
英
語
技
能
検
定
の
検
定
料
の
補
助
は
、
現
在
５
級

か
ら
準
２
級
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
１
級
や
２
級
も

補
助
対
象
に
し
て
ほ
し
い
。

天童一中天童一中天童二中天童二中

天童三中天童三中天童四中天童四中
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９月定例会９月定例会
　令和７年度第３回市議会定例会（９月定例会）
は、８月２９日から９月２９日までの３２日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議では、市長提出の人事案件１件
について同意しました。そのほか、令和６年度
決算議案１１件、令和７年度一般会計補正予算を
はじめとする予算議案８件及び条例議案７件、
一般議案２件については、決算特別委員会、予
算特別委員会及び所管常任委員会に付託され、
追加の予算議案１件とともに、９月１８日の本会
議で採決が行われました。また、９月２９日の本
会議では人事案件１件が上程され、採決が行わ
れました。
（採決結果は18ページに掲載してあります。）

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

８／２９（金） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、決
算・予算特別委員会の設置など）

９／２（火）
９／３（水） 本会議（市政に対する一般質問）

９／４（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

９／５（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
９／８（月）
９／９（火）
９／１０（水）

決算特別委員会（付託案件の審査）

９／１１（木） 決算特別委員会（付託案件の審査、討論、表決）
９／１２（金） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論、表決）
９／１８（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
９／２２（月） 本会議（正副議長選挙）
９／２９（月） 本会議（各委員会の選任など）

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

　市政に対する一般質問は、９月２日・３日の２日間の日程で、１４人の議員が行いました。
　文化財の保存のあり方や、交通弱者に対する選挙の投票への移動支援などについて、市
長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項

市政に対する一般質問

【
新
関
　
知
己 

議
員
】

�

本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

【
滝
口
　
茂
之 

議
員
】

�

名
目
総
生
産
に
つ
い
て

�

学
校
課
題
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

【
佐
藤
　
孝
一 

議
員
】

�

遊
休
農
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

【
佐
藤
　
俊
弥 

議
員
】

�

投
票
に
行
き
や
す
い
体
制
の
整

備
に
つ
い
て

�

子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
未
来
を

守
る
教
育
に
つ
い
て

【
鈴
木
　
照
一 

議
員
】

�

第
八
次
天
童
市
総
合
計
画
基
本

構
想
に
つ
い
て

�

市
立
公
民
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

【
半
田
　
大
介 

議
員
】

�

緊
急
時
の
市
民
の
安
全
に
関
す
る

情
報
周
知
の
あ
り
方
に
つ
い
て

�

本
市
観
光
資
源
の
最
大
化
と
ナ

イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
充

実
に
つ
い
て

【
斉
藤
　
美
千
代 

議
員
】

�
学
校
給
食
へ
の
有
機
農
産
物
の

導
入
に
つ
い
て

�

投
票
率
向
上
へ
の
取
組
み
と
選

挙
事
務
に
つ
い
て

清
新
会

て
ん
ど
う
創
生
の
会

【
林
　
正
人 

議
員
】

�

市
周
辺
地
域
の
活
性
化
と
人
口
増

加
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

�（
仮
称
）天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
活
用
に
つ
い
て

【
三
宅
　
和
広 

議
員
】

�

災
害
避
難
所
に
つ
い
て

�

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

【
遠
藤
　
喜
昭 

議
員
】

�

文
化
遺
産
を
後
世
に
残
し
て
い

く
た
め
に

�

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

【
横
山
　
愛 

議
員
】

�

人
口
減
少
に
伴
う
本
市
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

�

高
齢
者
の
住
ま
い
に
つ
い
て

【
野
口
　
さ
つ
き 

議
員
】

�

安
全
・
安
心
な
公
立
学
校
施
設

の
整
備
促
進
に
向
け
て

�

誰
も
が
安
心
し
て
投
票
で
き
る

環
境
の
充
実
を

【
狩
野
　
佳
和 

議
員
】

�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ

ジ
ア
ム
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
つ
い
て

【
伊
藤
　
和
子 

議
員
】

�

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た「
は

じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
へ
の
対

応
に
つ
い
て

清
風

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

定
住
促
進
策
は

定
住
促
進
策
は

Q
県
内
各
市
町
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
は
、
各
種
報
道
で
活
躍
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
退
任
後
、
全
国
で
の
定
住
率
は
６８
・
９
㌫

で
、
県
内
に
お
い
て
も
６6
・
７
㌫
と
い
う
数
字

が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
退
任
後
の
定

住
率
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

A
本
市
に
お
い
て
は
２
０
１
９
年
度
以
降
、
１２

人
の
隊
員
を
任
命
し
、
今
年
度
は
５
人
が
活
動

し
て
い
る
。
内
訳
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
７
人
が

退
任
し
、
３
人
が
市
内
に
定
住
し
て
お
り
、
こ

の
う
ち
２
人
が
集
落
支
援
員
と
し
て
活
動
し
、

１
人
は
起
業
し
て
い
る
。

Q
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
率
は
、

約
４０
㌫
台
と
だ
い
ぶ
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
が

せ
っ
か
く
本
市
を
選
ん
で
応
募
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
国
か
ら
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、

定
住
に
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

A
本
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
関
係
課
と
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
効
果
が
期
待
で
き

る
分
野
に
は
積
極
的
に
制
度
を
活
用
し
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
定
住
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
。

佐さ

藤と
う

　
孝こ

う

一い
ち

議
員

Q
７
月
３０
日
付
の
山
形
新
聞
に
、
県
と
日
銀
山

形
事
務
所
の
ま
と
め
に
よ
る
２
０
２
２
年
度
の

名
目
総
生
産
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
本
市
の
対
前
年
比
の
経
済
成
長

率
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
３
㌫
で
、
県
平
均
０
・
８

㌫
を
下
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
一
方
、
県
内
で

最
も
高
い
成
長
率
を
記
録
し
た
鶴
岡
市
は
９
・

９
㌫
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

A
本
市
と
鶴
岡
市
の
「
市
町
村
内
総
生
産
」
を

比
較
す
る
と
、
製
造
業
の
生
産
額
に
大
き
な
開

き
が
あ
り
、
そ
の
差
が
両
市
の
差
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
推
測
す
る
。
今
後
は
、
山
口
西
工
業

団
地
に
立
地
す
る
企
業
が
本
格
的
に
稼
働
す
る

の
で
、
製
造
業
の
生
産
額
が
伸
び
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。
本
市
の
経
済
成
長
を
図
る
た
め
に

は
、
新
た
な
企
業
進
出
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の

需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
（
仮
称
）
石
鳥
居
東

工
業
団
地
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

Q
優
良
企
業
の
誘
致
に
は
首
長
自
ら
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
は
。

A
県
主
催
の
企
業
誘
致
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

優
良
企
業
の
誘
致
で
経
済

優
良
企
業
の
誘
致
で
経
済

成
長
の
鈍
化
に
歯
止
め
を

成
長
の
鈍
化
に
歯
止
め
を

遊
休
農
地（
耕
作
放
棄
地
）の

遊
休
農
地（
耕
作
放
棄
地
）の

利
活
用
対
策
は

利
活
用
対
策
は

Q
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
向
け
た
取

組
み
は
。

A
令
和
６
年
度
の
遊
休
農
地
実
態
調
査
時
点
の

遊
休
農
地
面
積
が
１３
・
６
㌶
で
あ
り
、
補
助
事

業
や
農
業
委
員
の
声
掛
け
に
よ
り
減
少
し
た

が
、
新
た
な
発
生
も
あ
る
。
発
生
防
止
・
解
消

策
と
し
て
、
農
地
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援
事
業
補

助
金
や
遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
い
る
。
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し
、

適
正
管
理
を
求
め
る
通
知
と
利
用
意
向
調
査
を

行
い
、
売
却
・
貸
付
希
望
の
場
合
は
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
図
る
た
め
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。
農
地
の
状
況
把
握
を
行

い
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
農
地
を
集
約
し
、
効

率
的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

Q
違
反
転
用
や
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
。

A
是
正
勧
告
が
１１
件
、
是
正
意
思
確
認
の
保
留

事
案
が
１
件
、
悪
質
な
違
反
転
用
は
な
い
。
ト

ラ
ブ
ル
等
の
相
談
は
数
年
に
何
回
か
あ
る
が
、

当
事
者
間
で
解
決
を
基
本
と
す
る
。
解
決
で
き

な
い
場
合
は
、
和
解
の
仲
介
を
行
う
こ
と
と
な

る
が
、
こ
れ
ま
で
事
例
は
な
い
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

新に
い

関ぜ
き

　
知と

も

己み

議
員

滝た
き

口ぐ
ち

　
茂し

げ

之ゆ
き

議
員
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佐さ

藤と
う

　
俊と

し

弥や

小
学
校
の
複
式
学
級
化

小
学
校
の
複
式
学
級
化

へ
の
対
応
は

へ
の
対
応
は

議
員

Q
全
国
で
は
毎
年
５
０
０
校
余
り
が
廃
校
に

な
っ
て
い
る
が
、
社
会
環
境
の
急
速
な
変
化
は

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
生
み
、
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

尊
重
し
た
学
び
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
あ
る
。
今
後
、
少
子
化
が
進
み
複
式

学
級
と
な
る
学
校
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A
少
子
化
は
全
国
的
に
進
行
し
て
い
る
問
題
で

あ
り
、
県
内
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
学
年
で
編

成
さ
れ
る
複
式
学
級
や
学
校
そ
の
も
の
の
統
廃

合
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
引
き

続
き
、
教
育
水
準
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
し
て
の
学
校
を
存

続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
今
後
の
出
生
数
や
小
学
校
へ
の
入
学
者
数

な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
複
式
学
級
と
な
る
学
校

も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

が
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
中
で
過
ご
せ
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

半は
ん

田だ

　
大だ

い

介す
け

議
員

Q
貧
困
に
よ
り
、
子
ど
も
が
「
適
切
な
養
育
・

教
育
・
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
」、「
多
様

な
体
験
の
機
会
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
」、「
権
利

利
益
を
侵
害
さ
れ
、社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
」

の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
貧
困
の

解
消
に
向
け
た
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
の
貧
困
の
解
消
に

向
け
た
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
た
。
各
種
施
策
の
効
果
を
可
視
化
し
、
実

効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

貧
困
の
解
消
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
る
が
、
本
市
の
取
組
み
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
、
第
三
期
天
童
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
子
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
に
対

す
る
学
習
支
援
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
こ
ど
も
の
貧
困
の
解
消
に

向
け
た
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
、
そ
の
取
組
み
の
強
化
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
貧
困
の
解
消
に
向
け
た
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
策
定
を
進
め
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

鈴す
ず

木き

　
照し

ょ
う

一い
ち

子
ど
も
の
貧
困
の

子
ど
も
の
貧
困
の

解
消
に
向
け
た
対
策
を

解
消
に
向
け
た
対
策
を

議
員

観
光
資
源
最
大
化
の
た
め

観
光
資
源
最
大
化
の
た
め

夜
間
経
済
の
活
性
化
を

夜
間
経
済
の
活
性
化
を

Q
本
市
に
は
天
童
温
泉
街
や
近
隣
に
は
山
寺
な

ど
の
豊
富
な
観
光
資
源
が
点
在
し
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
夜
間
の
ま
ち
歩
き
や

消
費
を
促
す
た
め
の
施
策
、
い
わ
ゆ
る
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
充
実
が
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
都
市
景
観
大
賞
を
受
賞
し
た
温
泉
街

の
景
観
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
ア
ピ
ー
ル
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
飲
食
店
情
報
の
発
信
や

文
化
体
験
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
回
遊

性
が
高
ま
り
、
消
費
が
増
え
経
済
が
活
性
化
す

る
と
考
え
る
。
民
間
の
前
向
き
な
取
組
み
を
後

押
し
す
る
た
め
の
情
報
発
信
や
案
内
の
多
言
語

化
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
整
備
、
イ
ベ
ン
ト
支

援
、
補
助
制
度
な
ど
行
政
の
後
方
支
援
に
よ
る

土
台
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

A
観
光
業
は
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
幅
広
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る

た
め
、
関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
を
進
め
て
い

く
。
本
市
が
有
す
る
観
光
資
源
を
最
大
限
に
活

か
す
た
め
に
は
、
地
域
や
民
間
の
持
つ
ア
イ
デ

ア
、
創
意
工
夫
を
活
用
し
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。

９月定例会　一般質問９月定例会　一般質問

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ
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王
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王
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金
将

金
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馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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学
校
給
食
へ
の
有
機
農
産

学
校
給
食
へ
の
有
機
農
産

物
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う

物
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う

Q
学
校
給
食
の
無
償
化
が
実
現
し
て
い
る
が
、

物
価
高
騰
、
米
不
足
な
ど
に
よ
り
食
材
費
や
調

理
体
制
に
影
響
は
な
い
か
。
量
は
足
り
て
い
る

か
。
子
ど
も
た
ち
に
調
査
を
し
て
い
る
か
。

A
食
材
費
の
設
定
や
調
理
体
制
に
影
響
は
な

い
。
定
期
的
に
栄
養
教
諭
が
訪
問
し
、
現
状
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

Q
ア
レ
ル
ギ
ー
等
で
弁
当
を
持
参
、
不
登
校
や

病
気
な
ど
で
長
期
欠
席
の
子
ど
も
へ
の
無
償
化

の
支
援
が
届
く
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
重
度
な
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
よ
り
自
宅
か
ら

昼
食
を
持
参
す
る
場
合
以
外
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
支
援
す
る
こ
と
な
ど
は
想
定
し
て
い
な
い
。

Q
全
国
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
広
ま
っ
て

い
る
。
地
産
地
消
の
取
組
み
か
ら
一
歩
前
進
し
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
自
然
栽
培
、
無
添
加
食
材
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
こ
れ
ま
で
に
有
機
栽
培
の
豆
を
原
料
と
す
る

豆
乳
の
使
用
や
、
特
別
栽
培
米
の
つ
や
姫
を
提

供
し
た
実
績
が
あ
る
。
１
日
５
３
０
０
食
分
の

有
機
農
産
物
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、

食
材
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
課
題
が
あ
り
、
定
期

的
に
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

三み

宅や
け

　
和か

ず

広ひ
ろ

議
員

Q
（
仮
称
）
天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
は
、
寺
津
地
区
が

西
部
地
域
に
位
置
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
直

接
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
し
か
し
、
西
部
地
域
、
特
に
寺
津
地
区
全

域
が
、
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
と
い
う
根
本

的
な
制
約
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
市
全
体
の
誘
致
戦
略
が
、
寺
津
地
区
に

は
適
応
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
、

疑
問
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が

邪
魔
を
し
て
寺
津
地
区
の
未
来
を
潰
し
て
し
ま

う
の
で
は
と
危
惧
し
て
な
ら
な
い
。
天
童
最
上

川
温
泉
ゆ
ぴ
あ
周
辺
の
再
開
発
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
考
え
か
を
伺
い
た
い
。

A
整
備
が
進
む
（
仮
称
）
天
童
南
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
市
南
西
部
で
新
た
な
人

の
流
れ
を
生
み
、
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
法
律
上
の
課
題
が

あ
る
が
、
部
門
横
断
の
市
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
前
向
き
に
検
討
を
し
て
い

る
。 ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
地
域
の
活
性
化
を

ン
ジ
で
地
域
の
活
性
化
を

災
害
避
難
所
の

災
害
避
難
所
の

質
の
向
上
を

質
の
向
上
を

Q
昨
年
１２
月
、
内
閣
府
は
、
災
害
や
紛
争
時
の

人
道
支
援
に
お
け
る
最
低
限
の
基
準
を
定
め
た

「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
を
踏
ま
え
て
、
避
難
所
の

取
組
指
針
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
た
。
そ

の
主
な
内
容
は
、
避
難
所
に
お
け
る
生
活
空
間

の
確
保
、
ト
イ
レ
の
確
保
・
管
理
、
食
事
の
質

の
確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
本
市
で
は
こ
の
国
の
避
難
所
の
取
組
指
針
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
受
け
、
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

A
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
計
画
的
に
備
蓄
を
行
っ
て
き
た
が
、

ト
イ
レ
の
数
に
つ
い
て
は
「
災
害
の
発
生
段
階

で
５０
人
に
１
基
」
と
い
う
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
に
各
市

立
公
民
館
に
３
台
ず
つ
整
備
す
る
自
動
ラ
ッ
プ

式
簡
易
ト
イ
レ
※
を
、
今
後
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や

ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
資
機
材

と
合
わ
せ
て
、
小
・
中
学
校
等
に
も
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
避
難
者
の
生

活
環
境
の
充
実
を
図
る
。

※�

自
動
ラ
ッ
プ
式
簡
易
ト
イ
レ
…
使
用
後
に

排
泄
物
を
自
動
で
密
封
す
る
簡
易
ト
イ
レ
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

斉さ
い

藤と
う

美み

千ち

代よ

議
員

林は
や
し　

　
正ま

さ

人と

議
員
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遠え
ん

藤ど
う

　
喜よ

し

昭あ
き

ク
マ
の
出
没
か
ら
市
民
を

ク
マ
の
出
没
か
ら
市
民
を

守
る
対
策
を
急
げ

守
る
対
策
を
急
げ

議
員

Q
全
国
で
ク
マ
の
出
没
や
人
的
被
害
が
発
生
し

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
山
口
小
学
校
周
辺

や
市
西
部
地
域
と
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
い

場
所
で
の
出
没
が
相
次
い
で
い
る
。
市
民
に
対

し
て
の
注
意
喚
起
や
ク
マ
が
出
没
し
た
こ
と
に

よ
る
河
川
清
掃
中
止
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応
を

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
９
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
対
応
で
き
る
市
職

員
の
確
保
や
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
育
成
を

含
め
た
対
策
を
早
急
に
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ク
マ
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
９
月
１
日
号
の

市
報
に
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
９

月
２５
日
に
は
、
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
合
同

で
市
街
地
に
ク
マ
が
出
没
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
河
川
清
掃
に
つ

い
て
は
、
県
に
対
し
て
、
ク
マ
の
出
没
が
懸
念

さ
れ
る
市
内
の
６
カ
所
に
つ
い
て
、
立
木
等
の

伐
採
と
刈
払
い
を
要
望
す
る
。
な
お
、ハ
ン
タ
ー

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
処
遇
の
改

善
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
継
続
し
て
行

う
こ
と
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

Q
「
静
か
な
る
有
事
」
で
あ
る
人
口
減
少
に
立

ち
向
か
う
に
は
、
人
口
が
減
る
こ
と
を
前
提
に

住
み
方
、
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を
新
し
く
リ
・

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
本
市
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
伺

う
。

A
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
踏
ま

え
、
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
対
応
を

行
っ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q
２
０
４
０
年
に
は
４０
㌫
以
上
が
高
齢
者
と
い

う
時
代
を
迎
え
る
。
高
齢
者
に
持
続
可
能
な
住

ま
い
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
を
提
供
す
る

こ
と
を
考
え
た
と
き
、
高
齢
者
こ
そ
住
ま
い
を

一
定
範
囲
に
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
原
則
と
し
て
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
体
制
作
り
が
基

本
だ
が
、
医
療
機
関
な
ど
便
利
な
施
設
が
集

ま
っ
て
い
る
場
所
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
地
区
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
、
調
査
研

究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

横よ
こ

山や
ま

　
　
愛あ

い

「
賢
く
縮
小
す
る
ま
ち
づ

「
賢
く
縮
小
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
は
じ
め
ま
せ
ん
か

く
り
」
は
じ
め
ま
せ
ん
か

議
員

投
票
所
ま
で
移
動
が

投
票
所
ま
で
移
動
が

難
し
い
方
に
無
料
送
迎
を

難
し
い
方
に
無
料
送
迎
を

Q
投
票
所
ま
で
移
動
手
段
が
な
い
高
齢
者
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
か
ら
、

「
一
人
暮
ら
し
で
誰
も
頼
れ
る
人
が
い
な
い
」「
投

票
所
ま
で
遠
く
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」「
誰

か
一
緒
に
付
き
添
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
行
け
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
投
票
で
き
る

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
投
票
所
ま
で
の
移

動
支
援
の
救
済
措
置
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
他

の
自
治
体
で
は
、
投
票
所
に
行
く
の
が
難
し
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に
、
投
票
所
ま
で

の
タ
ク
シ
ー
代
を
全
額
負
担
す
る
取
組
み
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
市
の
投
票
所
ま
で

の
移
動
支
援
の
取
組
み
は
。
ま
た
、
投
票
所
ま

で
の
移
動
が
難
し
い
方
に
タ
ク
シ
ー
で
無
料
送

迎
し
て
は
ど
う
か
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
県
内
他
市
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
移
動
支
援
の
要
望
が
直

接
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
投
票
所
ま

で
の
移
動
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

市
民
の
方
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

１０

詳しくはコチラ

１１

詳しくはコチラ

１２

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

12令和７年11月15日発行令和７年11月15日発行



教えて っすケケロロ

はじめての防衛白書

９月定例会　一般質問９月定例会　一般質問

新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用

新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は

狩か

野の

　
佳よ

し

和か
ず

議
員

Q
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活

用
し
た
、
若
者
が
集
ま
り
や
す
い
ま
ち
と
は
ど

の
よ
う
な
ま
ち
か
。
県
と
市
が
国
に
申
請
し
た

負
担
額
３０
億
円
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
が
、
本

日
に
金
額
を
公
表
す
る
の
か
。
周
辺
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
何
が
あ
り
、
い
く
ら
見
込
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
着
工
す
れ
ば
駐
車
台
数
は
減
る

が
、
新
た
な
駐
車
場
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
新
ス
タ
ジ
ア
ム
は
設
計
の
最
終
段
階
で
、
商

業
施
設
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
市
は
賑
わ
い
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
市
民
が
多
様
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
働
き

掛
け
、
若
者
が
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
住
み
続

け
た
い
と
思
う
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
る
。
県

と
市
が
１５
億
円
ず
つ
負
担
し
、
内
閣
府
の
第
２

世
代
交
付
金
で
半
額
の
内
示
が
来
た
。
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
、
造
成
費
が
約
２
・
８
億
円
、
市
道

整
備
が
約
８・
６
億
円
、
下
水
道
整
備
が
約
５・

４
億
円
で
合
計
約
１６
・
８
億
円
を
見
込
み
、
財

源
は
第
２
世
代
交
付
金
の
活
用
を
予
定
し
て
い

る
。
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
よ
り
減
少
す
る
駐

車
台
数
は
、
既
存
の
公
共
施
設
や
民
間
企
業
の

駐
車
場
を
有
効
活
用
し
て
い
く
。

Q
防
衛
省
が
山
形
県
な
ど
８
県
の
小
学
校
に「
は

じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
を
配
布
し
た
と
報
道
が

あ
る
。
経
過
と
配
布
状
況
、
学
校
で
の
取
り
扱

い
方
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

A
６
月
中
旬
頃
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
メ
ー
ル

が
あ
り
、
防
衛
省
か
ら
市
内
各
小
学
校
へ
１

冊
、
直
接
配
布
さ
れ
た
。「
は
じ
め
て
の
防
衛

白
書
」
の
記
載
内
容
に
特
定
の
国
を
安
全
保
障

上
の
脅
威
と
受
け
取
り
か
ね
な
い
部
分
が
あ

り
、
偏
見
や
差
別
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
、
教
育
上
配
慮
す
べ
き
点
と
捉
え
る
。

　
学
校
で
は
教
員
間
の
回
覧
に
と
ど
め
、
授
業

等
で
は
使
用
し
て
い
な
い
。
市
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
教
材
の
活
用
に
際
し
て
、
教
育
基
本

法
に
基
づ
く
政
治
的
中
立
性
を
確
保
し
、
児
童

の
心
情
に
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
学
校
に
指
導
す
る
。

「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」

「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」

天
童
市
の
対
応
は
？

天
童
市
の
対
応
は
？

伊い

藤と
う

　
和か

ず

子こ

議
員

１３

詳しくはコチラ

１４

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

一般質問ってなぁに？ＱＱ
一般質問とは、市議会議員が市の事務や市政全

般に関して、市長や行政担当者に対して質問を行う
場です。内容としては、市民の声を市政に反映する
ことや、行政の方針や取組みについて確認したり、
また、改善案や提案を行ったりすることで、より良
い市政を目指すことを目的としています。

ＡＡ
　現教育委員会委員の村山
晴香氏（山口）が、令和７
年９月３０日をもって任期満
了になることに伴い、同氏
を再び教育委員会委員に任
命することに同意しました。

教育委員会委員の
任命に同意
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令和６年度
決　　算

一般会計・特別会計一般会計・特別会計
歳入 ４８８億４２７２万円・歳出 ４５７億３２９０万円歳入 ４８８億４２７２万円・歳出 ４５７億３２９０万円

　９月定例会の決算特別委員会では、令和６年度
の決算について審査が行われました。審査で交わ
された質疑の主な内容についてお伝えします。

　　　生徒等へのアンケートでは、「上
達につながった」などの良い評価

を得ていることから、今後は未実施の中
学校への導入を検討していきたいと考え
ている。課題としては、学校間のスケ
ジュール調整などがある。

Ａ

　　　水泳指導民間委託事業では、天童二
中の生徒に対し民間のプールで専

門のスタッフにより水泳の授業を行った
が、成果や課題はどのように捉えているか。

Q

　　　令和６年は、サクランボの不作で
ふるさと納税の返礼品の対応に苦

慮したと思われるが、その後の反省は。

Q

　　　令和６年にサクランボを発送でき
なかった寄附者には、代替品とし

て他のフルーツまたは令和７年産のサク
ランボを発送して対応した。高温などの
異常気象は今後も予想されることから、
事業所と連携を図りながら進めていきた
い。

Ａ

　　　天童を会場に開催されることと
なった小学生将棋名人戦の評価は。Q

　　　令和６年度では、第５０回大会と日
本将棋連盟創立１００周年という記

念すべき大会を将棋の聖地を目指す本市
で開催できたことは、非常に名誉あるこ
とと捉えている。これまで数多くの著名
なプロ棋士が優勝した大会であり、将棋
のまち天童のブランド力向上の大きな推
進力になると期待している。

Ａ

小学生将棋名人戦の
効果は

お試し移住の効果は

　　　移住定住促進事業のお試し移住滞
在費補助金では、１１件の利用が

あったが、利用した方は本市でどのよう
な目的で滞在したのか。また、移住につ
ながったのか。

Q

　　　移住のための住居探しや商店、施
設などの都市機能を調べたり、子

どものいる方は学校の場所などを確認し
たりしている。令和６年度では３組の移
住につながった。

Ａ

信頼ある
返礼品づくり

プロの指導で
泳ぎも上達
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「コマモル」の画面

予防接種は飼い主の責務です

投票時間繰り上げの
影響を調査

電子化で子育ての一助に

　　　天童市子育てアプリ「コマモル」
には、母子手帳機能やアンケート

機能などがあるが、どのように使うもの
か。また、登録者数の推移は。

Q

　　　天童市明るい選挙推進協議会の会
員１７人などが、令和元年から投票

時間の繰り上げを実施している福島県喜
多方市を視察した。同市では、その後の
選挙において投票率が上昇した選挙と下
降した選挙が半々であり、投票時間の繰

Ａ

　　　市が開催する両親教
室や離乳食教室等へＡ

　　　埼玉県八潮市の下水道管の沈下事
故を受けて、国の指示で口径の大

きい下水道管の点検を実施することに
なっているが、本市では対象となる下水
道管はあるのか。

Q

　　　対象となる下水道管は、口径が２
メートル以上、かつ、３０年以上経

過したものとなる。市が管理する下水道
の汚水管は最大口径が１．２メートルなの
で対象外である。なお、雨水幹線では口
径が２メートルの函

かん
路
ろ
（下水の経路）が

約０．８キロメートルあり、今後調査を実
施する予定である。また、県が管理する
流域下水道の汚水管は口径が２．２メート
ルあり、点検を実施している。

Ａ

　　　犬の登録数２３４６頭に対し、接種実
施頭数が２１０２頭で、２４４頭が未接

種と見られる。４月から６月末までに接
種していない犬の飼い主に対して、９月
に督促の通知を送って接種を呼び掛ける
対応を行っている。

Ａ

　　　犬の予防接種の実施状況は。ま
た、未接種と思われる犬の飼い主

への対応はどのようにしているのか。

Q

　　　選挙啓発事業において、先進地視
察を行った内容は。Q

愛犬に予防接種を
忘れずに

の申込みの受付や、参加者
の状況を事前に把握するた
めのアンケート調査などに
活用している。登録者は、
令和７年３月末の７０８人か
ら令和７年８月末現在で
８９４人と伸びている。

安全なインフラの維持を

り上げと投票率の明確
な関連性は確認されな
かった。本市での投票
時間繰り上げを検討す
る際の参考とした。　
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高温対策が安定生産のカギに

令和７年度 補正予算

一般会計　１９億５９０９万円を可決【９月補正】

　９月定例会において補正予算が提出されました。補正予算は予算特別委員会での審
査後の本会議で、原案のとおり全会一致で可決されました。審査で交わされた質疑の
主な内容についてお知らせします。

実用英語技能検定受験推進事業費
補助金を増額した理由は。

インバウンド商談会等開催事業費
補助金の使いみちは。

さくらんぼ温暖化対応技術導入推
進事業費補助金の内容は。

Q

QQ

中学生を対象に英検の検定料の全
額補助を行っているが、当初想定

タイのバンコクで１１月に日本政府
観光局主催のフェアが実施される

近年、農作物の高温障害の被害が
多発しているため、気候変動に強

Ａ

ＡＡ

していた受験者数よりも予備調査による
受験予定者数が上回ったため、増額する
もの。

予定であり、天童温泉組合等が出展する
ため、事業者に対し補助を行うもの。

いサクランボの産地づくりに取り組む事
業者に対して支援を行うもの。事業の内
訳は、散水設備の導入、冷房設備の導入、
井戸の掘削などである。

英検受験者を応援

タイで天童をＰＲ暑さに負けないサクランボ生産

９月定例会
追加の補正予算を可決

　９月定例会の９月１８日に、総額４億�
５５１９万円の追加の補正予算案が提出され、
原案のとおり全会一致で可決されました。
この補正予算の主な内容は次のとおりです。
・�モンテディオ山形新スタジアムの推進に
要する経費　３億８２３７万円
・�市立図書館リノベーション工事費
　５４００万円
・�高温・少雨に伴う渇水対策（農業用水確
保事業・園芸作物等高温対策事業・農薬
購入事業）１８８２万円
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導入されるタブレット端末

　９月定例会では、議案９件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、１８日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり報告しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました
 

経

済

建

設 

良
好
な
居
住
環
境
の
た
め

新
た
な
地
区
計
画
区
域
を
追
加

都
市
計
画
課
長　
民
間
事
業
者
に
よ
り
宅
地

開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
天
童
原
地
区
の
区
域

（
約
１
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
つ
い
て
、
良

好
な
居
住
環
境
の
形
成
及
び
保
全
を
図
る
た

め
に
、
対
象
区
域
や
建
築
物
の
用
途
、
容
積

率
、
建
ぺ
い
率
等
の
制
限
に
関
す
る
事
項
を

条
例
に
追
加
す
る
も
の
。

　
対
象
と
な
る
区
域
の
宅
地
開
発
は
何
区
画

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
区
画
内
に

道
路
を
建
設
し
た
り
、
既
存
の
道
路
を
拡
幅

し
た
り
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
今
回
の
宅
地
開
発
は
３９
区
画
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
開
発
者
が
区
画
内
に
道
路
を

建
設
す
る
と
と
も
に
、
区
画
の
北
側
の
既
存

道
路
を
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
宅
地
開
発
地
内
に
消
火
栓
は
設
置

す
る
の
か
。
ま
た
設
置
す
る
場
合
、
何
カ
所

設
置
予
定
か
。

　

２
カ
所
設
置
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
区
域
の
東
側
と
北
西
側
に
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

QAQA

教
育
次
長　
令
和
２
年
度
に
国
の
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
へ
１

人
１
台
の
学
習
者
用
端
末
を
整
備
し
た
が
、

５
年
が
経
過
し
た
た
め
、
新
し
い
学
習
者
用

端
末
に
更
新
す
る
も
の
。
更
新
す
る
学
習
者

用
端
末
は
、
１
７
８
７
台
、
機
種
は

ｉア
イ
パ
ッ
ド

Ｐ
ａ
ｄ
第
１１
世
代
Ｗワ

イｉ–

Ｆフ
ァ
イｉ
モ
デ
ル

で
あ
る
。

　
端
末
の
採
用
に
関
し
て
、
県
が
主
導
で
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て
選
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た

め
に
、
全
て
の
市
町
村
が
同
じ
仕
様
で
の
機

種
や
周
辺
機
器
で
導
入
し
よ
う
と
い
う
意
見

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
各
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

機
種
の
端
末
を
導
入
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

各
市
町
村
が
最
適
な
機
種
や
仕
様
を
選
択
し

て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
た

め
、
全
て
の
市

町
村
で
共
通
の

仕
様
に
す
る
と

い
う
意
見
は
な

か
っ
た
。

児
童
生
徒
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
更
新

QA

 

環

境

福

祉 

新
た
な
通
園
制
度
の
創
設

子
育
て
支
援
課
長　
当
該
事
業
は
、通
称「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
と
呼
ば
れ
、
保
護

者
の
就
労
等
に
関
わ
ら
ず
保
育
所
等
に
通
っ

て
い
な
い
０
歳
６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
が
、
月
１０
時
間
の
枠
内
で
利
用
で
き

る
新
た
な
通
園
制
度
で
あ
る
。
制
度
を
開
始

す
る
に
当
た
り
、
事
業
者
を
市
が
認
可
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
児
童
福
祉
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
実
施
す
る
事
業
所
の
設

備
、
運
用
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

　
一
般
型
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
所
の
設
備

の
基
準
の
う
ち
、
乳
児
室
や
ほ
ふ
く
室
、
保

育
室
等
の
面
積
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
設
定

し
た
の
か
。

　
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
、
設

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
が
対

象
と
な
る
制
度
だ
が
、
利
用
者
数
は
ど
の
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
対
象
と
な
る
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い

乳
幼
児
の
人
数
は
、

４
０
０
人
前
後
に
な
る
。

QAQA

 

総

務

教

育 
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水が欠かせない水稲の生産

提出された議案とその結果
令和７年度第３回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。
第３回定例会（８月２９日～９月２９日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

認第１号 令和６年度天童市一般会計決算 認　定
（全会一致）

認第２号 令和６年度天童市国民健康保険特
別会計決算

認　定
（全会一致）

認第３号 令和６年度天童市用地買収特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第４号 令和６年度天童市財産区特別会計
決算

認　定
（全会一致）

認第５号 令和６年度天童市介護保険特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第６号 令和６年度天童市市民墓地特別会
計決算

認　定
（全会一致）

認第７号 令和６年度天童市後期高齢者医療
特別会計決算

認　定
（全会一致）

認第８号 令和６年度天童市工業団地整備事
業特別会計決算

認　定
（全会一致）

議第１１号 令和６年度天童市水道事業会計利
益の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第１２号
令和６年度天童市民病院事業会計
利益の処分及び決算の認定につい
て

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第１３号
令和６年度天童市公共下水道事業
会計利益の処分及び決算の認定に
ついて

原案可決
及び認定
（全会一致）

議第１４号 令和７年度天童市一般会計補正予
算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第１５号 令和７年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１６号 令和７年度天童市財産区特別会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１７号 令和７年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第１８号 令和７年度天童市市民墓地特別会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第１９号 令和７年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２０号 令和７年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２１号 令和７年度天童市水道事業会計補
正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第２２号

天童市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用に関する条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第２３号 天童市職員定数条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第２４号
天童市職員の勤務時間及び休暇等
に関する条例等の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第２５号
天童市特別職に属する者の旅費、
費用弁償に関する条例等の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第２６号 天童市手数料条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第２７号
天童市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条
例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第２８号
天童市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例の一部
改正について

原案可決
（全会一致）

議第２９号 第八次天童市総合計画の基本構想に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第３０号 学習者用端末等の取得について 原案可決
（全会一致）

議第３１号 天童市教育委員会委員の任命につ
いて

同　意
（全会一致）

議第３２号 令和７年度天童市一般会計補正予
算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 天童市監査委員の選任について 同　意
（全会一致）

高
温
や
日
照
り
に
よ
る

高
温
や
日
照
り
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
状
況
を
調
査

農
作
物
へ
の
被
害
状
況
を
調
査

委
員

会活動

委
員

会活動経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
８
月
８
日
、高
温
・
渇
水
に
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、所
管
事
務
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、長
引
く
夏
の
猛
暑

に
よ
り
農
業
用
水
の
不
足
や
高
温
に
よ
る
農
作
物

へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、本

市
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　
調
査
で
は
、果
樹
の
作
況
や
水
稲
の
生
育
状
況

に
関
し
て
、関
係
機
関
と
緊
急
の
会
議
を
開
催
し
、

高
温
・
少
雨
が
も
た
ら
す
影
響
や
、被
害
状
況
の

共
有
、今
後
の
対
策
等
を
検
討
し
た
こ
と
な
ど
、

本
市
の
現
況
の
報
告
と
と
も
に
、今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、担
当
課
の
職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、農
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

や
被
害
の
現
状
を
伝
え
る
と
と
も
に
、被
害
が
深

刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
早
急
に
補
助
な
ど
の
支
援
や

対
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
被
害
に
対

し
、９
月
定
例
会
の
補

正
予
算
で
は
、高
温
・

少
雨
に
伴
う
渇
水
対
策

に
関
す
る
内
容
が
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。
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�花笠おどりパレードに参加

議会のうごき議会のうごき（８月１日～１０月３１日）
■８月
　１日　�市長要請経済建設常任委員会（令和６年度公

共下水道事業決算損益計算書上で特別損失
を計上する理由について）

　４日　千葉県八千代市議会視察来童
　５日　�市長要請総務教育常任委員会（第八次天童市

総合計画基本構想（案）に対する意見への対
応について、市民プラザ多目的ホール天井
改修事業について、市立図書館リノベー
ション後の開館時間及び管理運営について）

　７日　市長要請各派代表者会
　　　　議会運営委員会
　　　　山形県市議会議長会議員研修会
　８日　�経済建設常任委員会所管事務調査（高温・渇

水による農作物への影響と今後の対策につ
いて）

　　　　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議
会運営委員会

　８日～９日　天童夏まつり
　１８日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議

員全員協議会、定例会
　１９日　宮城県栗原市議会視察来童
　２２日　議会運営委員会
　　　　各派代表者会
　２９日～９月２９日　第３回市議会定例会
　２９日　市長要請全員協議会
　　　　広報委員会
■９月
　４日　�市長要請総務教育常任委員会（山形連携中枢都

市圏連携事業の令和６年度実施結果について）
　１１日　市長要請全員協議会

　　　　�市長要請総務教育常任委員会（天童市におけ
る小規模小学校の今後のあり方について）

　１８日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請経済建設常任委員会（下水道管路の

全国重点特別調査の結果について）
　　　　広報委員会
　２５日　各派代表者会
　２６日　各派代表者会
　２９日　議会運営委員会
　　　　各常任委員会
　　　　全員協議会
　　　　広報委員会
■１０月
　２日　市内学童保育関係者との懇談会
　7日　�市長要請環境福祉常任委員会（市民文化会館

利用料金の過大徴収について）
　16日　広報委員会
　17日　議会運営委員会
　２０日　会派てんどう創生の会研修（東根市）
　２１日　�県及び市町村長・議長会議（議長、事務局長

／山形市）
　　　　創学館高校生徒と市議会議員との意見交換会
　２３日　京都府亀岡市議会視察来童
　２４日　広報委員会
　２８日　�市長要請総務教育常任委員会（愛知県稲沢市

との災害時における相互応援に関する協定
の締結について）

　　　　埼玉県行田市議会視察来童
　２９日　千葉県四街道市議会視察来童
　３０日〜３１日　会派てんどう創生の会研修（東京都）

　
第
３２
回
天
童
夏
ま
つ
り
花
笠
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
に
、

市
議
会
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
天
童
夏
ま
つ
り
は
本

市
の
夏
を
彩
る
代
表
的
な
行
事
で
あ
り
、
市
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
笑
顔
と
活
気
に
満

ち
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
沿
道
の
温
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
笑

顔
で
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
行
事
の
参
加
を
通
じ

て
、
ま
ち
の
活
性
化

と
本
市
の
魅
力
向
上

の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
り
ま
す
。

　

天
童
夏
ま
つ
り
に

参
加
さ
れ
た
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
い
き
い
き
と
ま

つ
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
ひ
と
コ
マ

天
童
夏
ま
つ
り

天
童
夏
ま
つ
り

花
笠
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加

花
笠
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
に
参
加
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▲�（写真左から）瀬野さん、村形さん
　�心の込もった丁寧な題字と、秋らしい重厚なイ
ラストを提供いただき、ありがとうございました。

�市立天童南部公民館に設置された
赤ちゃん休憩室

今回今回のの表紙表紙（題字・（題字・イラストイラスト）） 作者紹介作者紹介

【イラスト】村
むら

形
かた

　一
いち

歌
か

さん（一中３年）
Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

初冬の季語である木枯らしをイメージしました。冷たい風が紅
葉を吹き落とし、冬が来ることを表現しました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
新スタジアムの建設によって、天童がさらに活気のある場所に
なるのが楽しみです。

【題字】瀬
せ

野
の

　葉
は

月
づき

さん（一中３年）
Ｑ
Ａ 一つ一つの文字を丁寧に書きました。「だより」の文字を書く
ことが難しかったので、何回も練習しました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
新しいスタジアムができる予定なので、スポーツと地域の交流
を増やしてほしいです！

Ｑ
Ａ

【広報委員会】委員長　横山 愛　  副委員長　新関 知己　  委員　狩野 佳和・佐藤 俊弥・古澤 義弘・林 正人・斉藤美千代

１２月定例会の
日程 中継あり

追跡！市立天童南部・天童中部・高擶公民館に
　　　赤ちゃん休憩室を設置

　
令
和

　
令
和
７７
年
度
予
算
で
市
立
天
童
南

年
度
予
算
で
市
立
天
童
南

部
・
天
童
中
部
・
高
擶
公
民
館
に
ブ
ー

部
・
天
童
中
部
・
高
擶
公
民
館
に
ブ
ー

ス
型
の
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
が
設
置
さ

ス
型
の
赤
ち
ゃ
ん
休
憩
室
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
授
乳
や
搾
乳
、
お
む
つ

れ
ま
し
た
。
授
乳
や
搾
乳
、
お
む
つ

替
え
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

替
え
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
な
ど

お
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
な
ど

が
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

が
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
や
防
犯
対
策
と
し

　
ま
た
、
安
全
や
防
犯
対
策
と
し

て
、
内
側
か
ら
施
錠
が
で
き
、
四
方

て
、
内
側
か
ら
施
錠
が
で
き
、
四
方

や
天
井
部
が
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、

や
天
井
部
が
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、

の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
と

の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
他
の
市
立

な
っ
て
い
ま
す
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１２／４ 木 本会議（初日）�

５ 金

６ 土

７ 日

８ 月 本会議（一般質問）�

９ 火 本会議（一般質問）�

１０ 水 常任委員会

１１ 木 常任委員会

１２ 金 予算特別委員会

１３ 土

１４ 日

１５ 月 予算特別委員会

１６ 火

１７ 水

１８ 木 本会議（最終日）�

※�請願の締め切りは１１月２６日（水）正午の
予定です。
※‌�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。
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